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Abstract:  This article is a translation into Japanese of the dialogue between Patrice Maniglier and the members 
of the magazine Critique, which took place in March 2018. According to Maniglier, Shoah is not a documentary 
film neither that of memory, testimony nor trace. It attempts to give body to a thing which is the “extermination of 
the Jew in Europe”. Its body consists of incarnations which appear unexpectedly through unconscious trembling of 
voice, distortion of face and gesture. This film does not concern the past but the present world in which we live. 
One of the legacies which Sartre and Les Temps modernes left is the method of plunging concretely into events 
without any predeterminded political or moral perspective. One may say that Les Temps modernes dreams of 
catching the world itself and Critique bets on the knowledge. But Maniglier is discontented with the opposition 
between them. By means of checking philosophical notions through singularity of events, he thinks that we can 
surpass such opposition. 












                                                        
1 “Hériter du XXe siècle : Lanzmann, Shoah et Les 
Temps modernes”, Critique, mai 2018, n.852, 
pp.416-428. 
2 Claude Lanzmann « Une force qui va ». « Une 
force qui va »「進む力」という表現はヴィクトル・
ユゴー Victor Hugo の戯曲『エルナニ』の中のエル













3 Claude Lanzmann, Le Lièvre de Patagonie, 
Paris, Gallimard, 2009. 邦訳『パタゴニアの野兎』
上・下、中原毅志訳、人文書院（二〇一六年）。 






































                                                        
4 Juliette Simon ( éd. ), Claude Lanzmann, Un 
voyant dans le siècle, Paris, Gallimard, 2017. 
5 Éric Marty, Sur Shoah de Claude Lanzmann, 
Paris, Éditions Manucius, coll.《Le marteau dans 
maître》, 2016. 
6 Patrice Maniglier, “Lanzmann Philpsophe, 
Introduction au corps - Shoah“, dans Claude 








































定冠詞のついた Shoah, le Shoahである。前者はナ
チスによって犯されたヨーロッパ・ユダヤ人の絶滅
を指し、後者はランズマンの映画のことを指してい
る。男性形の定冠詞は le film de ~ という表現のう











































                                                                                         
ちから film de が略されて残ったものであろう。こ
の翻訳では la Shoahを「ユダヤ人の絶滅」とし、




























































































































































































































































































































































                                                        
8 アルジェリア独立戦争でフランス側に協力して戦
ったアルジェリアの兵士のこと。 









































                                                        
9 ここでマニグリエは “ justice populaire “ 「人民
の正義」と言っているのだが、ランズマンの『パタ




































ーと我々の世界」Nuit debout et notre mondeとい
う特集を組んでいる。マニグリエはその号の序文を































































































































































































































































































                                                        
14 クロード・ランズマン『Shoah




















































                                                        
15 クロード・ランズマン、前掲書、pp.3-4。 
の方法でもある。出来事
エヴェヌマン
の単独性を捕らえるには
あらかじめ出来上がった概念をもって臨んではな
らないということであろう。そしてその過程を構
成する事実よりも、その単独性が従来の哲学的概
念にどのような触発をもたらしているかを見るこ
とが哲学者の務めだということだ。 
『レ・タン・モデルヌ』と『クリティック』。サ
ルトルが創刊した雑誌とバタイユが創刊した雑誌
だ。一方は現実世界に直接介入しようとし、その
世界そのものを抱きしめようとする。他方は世界
そのものの把捉よりも、世界に接続される知に焦
点を当てる。構造主義、ポスト構造主義以降の世
代は、『レ・タン・モデルヌ』よりも『クリティッ
ク』の方をより身近に感じてきた、とマニグリエ
は言う。しかしマニグリエは、五十年経った今、
『レ・タン・モデルヌ』と『クリティック』との
間のこのような対立に不満しか覚えない、とも言
っている。彼自身、確かに『クリティック』の方
をより身近に感じていたとはいえ、『レ・タン・モ
デルヌ』の具体的なものへの沈潜、出来事の単独
性を捕らえようとするそのパトスは高く評価して
いるのである。知の哲学に生の哲学を対立させる
のではなく、それらの間の共通性を浮かび上がら
せること、それがまた、マニグリエが『クリティ
ック』に登場した理由の一つなのでもあろう。 
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